
JP 2020-520916 A5 2021.7.26

10

20

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】令和3年7月26日(2021.7.26)

【公表番号】特表2020-520916(P2020-520916A)
【公表日】令和2年7月16日(2020.7.16)
【年通号数】公開・登録公報2020-028
【出願番号】特願2019-563457(P2019-563457)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  35/742    (2015.01)
   Ａ６１Ｋ  35/74     (2015.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ２３Ｌ  33/135    (2016.01)
   Ｃ１２Ｎ   1/20     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ   35/742    　　　　
   Ａ６１Ｋ   35/74     　　　Ａ
   Ａ６１Ｐ   25/00     　　　　
   Ａ２３Ｌ   33/135    　　　　
   Ｃ１２Ｎ    1/20     ＺＮＡＡ
   Ｃ１２Ｎ    1/20     　　　Ｅ

【手続補正書】
【提出日】令和3年5月7日(2021.5.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物
。
【請求項２】
　脳損傷が、脳卒中である、請求項１に記載の、使用のための組成物。
【請求項３】
　脳卒中が、脳虚血である、請求項２に記載の、使用のための組成物。
【請求項４】
　脳卒中が、局所脳虚血である、請求項２に記載の、使用のための組成物。
【請求項５】
　脳卒中が、虚血性脳卒中である、請求項２に記載の、使用のための組成物。
【請求項６】
　脳卒中が、出血性脳卒中である、請求項２に記載の、使用のための組成物。
【請求項７】
　脳卒中のリスクがあると診断されている対象において脳損傷を処置する際の使用のため
の、請求項１～６のいずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項８】
　対象が、脳卒中の少なくとも１つの危険因子を有する、請求項７に記載の、使用のため
の組成物。
【請求項９】
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　少なくとも１つの危険因子が高血圧である、請求項８に記載の、使用のための組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１つの危険因子が糖尿病である、請求項８に記載の、使用のための組成物。
【請求項１１】
　対象が、少なくとも１の一過性脳虚血発作に罹患している、請求項７～１０のいずれか
一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項１２】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａのものである、請求
項１～１１のいずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項１３】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓのものである、請求項１～１１のいず
れかに記載の、使用のための組成物。
【請求項１４】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅのものである、請求項１～１１のいずれ
かに記載の、使用のための組成物。
【請求項１５】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａの細菌株の１６ｓ　
ｒＲＮＡ配列と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または
９９．９％同一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、請求項１～１１のいずれかに記載
の、使用のための組成物。
【請求項１６】
　細菌株が、配列番号５と少なくとも９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．
９％同一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有するか、あるいは、配列番号５の１６ｓ　ｒＲ
ＮＡ配列を有する、請求項１５に記載の、使用のための組成物。
【請求項１７】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列と少
なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．９％同一で
ある１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、請求項１～１１のいずれかに記載の、使用のための
組成物。
【請求項１８】
　細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列と少な
くとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．９％同一であ
る１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、請求項１～１１のいずれかに記載の、使用のための組
成物。
【請求項１９】
　脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔ
ｒｏｐｈｉｃａ種の細菌株を含む、請求項１に記載の、使用のための組成物。
【請求項２０】
　脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓ種
の細菌株を含む、請求項１に記載の、使用のための組成物。
【請求項２１】
　脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅ種の
細菌株を含む、請求項１に記載の、使用のための組成物。
【請求項２２】
　経口投与用である、請求項１～２１のいずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項２３】
　１または２以上の薬学的に許容される賦形剤または担体を含む、請求項１～２２のいず
れか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項２４】
　細菌株が、凍結乾燥されている、請求項１～２３のいずれか一項に記載の、使用のため



(3) JP 2020-520916 A5 2021.7.26

の組成物。
【請求項２５】
　細菌株が、生存している、請求項１～２４のいずれか一項に記載の、使用のための組成
物。
【請求項２６】
　Ｂｌａｕｔｉａ属の単一株を含む、請求項１～２５のいずれか一項に記載の、使用のた
めの組成物。
【請求項２７】
　微生物コンソーシアムの一部としてＢｌａｕｔｉａ細菌株を含む、請求項１～２６のい
ずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項２８】
　食品である、請求項１～２７のいずれか一項に記載の、使用のための組成物。
【請求項２９】
　Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む、脳損傷の処置剤。
【請求項３０】
　ＢｌａｕｔｉａがＢ．ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａである、請求項２９に記載
の処置剤。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１８】
　さらに、本発明は、脳損傷を処置する方法であって、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む
組成物を投与することを含む、上記方法を提供する。
すなわち本発明の態様として、以下を挙げることができる。
（１）脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組
成物。
（２）脳損傷が、脳卒中である、上記（１）に記載の組成物。
（３）脳卒中が、脳虚血である、上記（２）に記載の組成物。
（４）脳卒中が、局所脳虚血である、上記（２）に記載の組成物。
（５）脳卒中が、虚血性脳卒中である、上記（２）に記載の組成物。
（６）脳卒中が、出血性脳卒中である、上記（２）に記載の組成物。
（７）脳卒中のリスクがあると診断されている対象において脳損傷を処置する際の使用の
ための、上記（１）～（６）のいずれか一項に記載の組成物。
（８）対象が、脳卒中の少なくとも１つの危険因子を有する、上記（７）に記載の組成物
。
（９）少なくとも１つの危険因子が高血圧である、上記（８）に記載の組成物。
（１０）少なくとも１つの危険因子が糖尿病である、上記（８）に記載の組成物。
（１１）対象が、少なくとも１の一過性脳虚血発作に罹患している、上記（７）～（１０
）のいずれか一項に記載の組成物。
（１２）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａのものである
、上記（１）～（１１）のいずれかに記載の組成物。
（１３）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓのものである、上記（１）～（
１１）のいずれかに記載の組成物。
（１４）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅのものである、上記（１）～（１
１）のいずれかに記載の組成物。
（１５）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａの細菌株の１
６ｓ　ｒＲＮＡ配列と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％
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または９９．９％同一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、上記（１）～（１１）のい
ずれかに記載の組成物。
（１６）細菌株が、配列番号５と少なくとも９７％、９８％、９９％、９９．５％または
９９．９％同一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有するか、あるいは、配列番号５の１６ｓ
　ｒＲＮＡ配列を有する、上記（１５）に記載の組成物。
（１７）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒｉｓの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡ配
列と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．９％
同一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、上記（１）～（１１）のいずれかに記載の組
成物。
（１８）細菌株が、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａｅの細菌株の１６ｓ　ｒＲＮＡ配列
と少なくとも９５％、９６％、９７％、９８％、９９％、９９．５％または９９．９％同
一である１６ｓ　ｒＲＮＡ配列を有する、上記（１）～（１１）のいずれかに記載の組成
物。
（１９）脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｈｙｄｒｏｇｅ
ｎｏｔｒｏｐｈｉｃａ種の細菌株を含む、上記（１）に記載の組成物。
（２０）脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｓｔｅｒｃｏｒ
ｉｓ種の細菌株を含む、上記（１）に記載の組成物。
（２１）脳損傷を処置する方法における使用のための、Ｂｌａｕｔｉａ　ｗｅｘｌｅｒａ
ｅ種の細菌株を含む、上記（１）に記載の組成物。
（２２）経口投与用である、上記（１）～（２１）のいずれかに記載の組成物。
（２３）１または２以上の薬学的に許容される賦形剤または担体を含む、上記（１）～（
２２）のいずれかに記載の組成物。
（２４）細菌株が、凍結乾燥されている、上記（１）～（２３）のいずれかに記載の組成
物。
（２５）細菌株が、生存している、上記（１）～（２４）のいずれかに記載の組成物。
（２６）Ｂｌａｕｔｉａ属の単一株を含む、上記（１）～（２５）のいずれかに記載の組
成物。
（２７）微生物コンソーシアムの一部としてＢｌａｕｔｉａ細菌株を含む、上記（１）～
（２６）のいずれかに記載の組成物。
（２８）上記（１）～（２１）、及び（１９）～（２１）のいずれかに記載の使用のため
の、上記（１）～（２７）のいずれかに記載の組成物を含む食品。
（２９）上記（１）～（１１）、及び（１９）～（２１）のいずれかに記載の使用のため
の、上記（１）～（２７）のいずれかに記載の組成物を含むワクチン組成物。
（３０）脳損傷を処置する方法であって、Ｂｌａｕｔｉａ属の細菌株を含む組成物を、前
記組成物を必要とする患者に投与することを含む、前記方法。
（３１）ＢｌａｕｔｉａがＢ．ｈｙｄｒｏｇｅｎｏｔｒｏｐｈｉｃａである、上記（３０
）に記載の方法。
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